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近世後期~明治前期の農業記録にみる

経営実態とその変化

一一上野国新田郡西鹿田村高橋家所蔵「田園覚帳」を事例として一一
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IV.おわりに

しはじめに

近世農業の具体像を明らかにする史料の 1

つに農書がある 1)。農書は言うまでもなく，地

域における農業の実状を踏まえた上で，地域

農民に対する啓蒙的・指導的役割を担う目的

をもった著書である。その内容は著者自身の

営農経験に基づくものが多く，作付作物の選

定，肥培管理法，輪作についてなど多項目に

わたるため，農業実態や技術レベルを示す農

書は，歴史学・農学などを中心に盛んに研究

されてきた2)。

一方で，より詳細な農業経営の実態究明に

対しては，農業記録や農事日誌が利用される。

ただし，この農業記録は地主層の農民によっ

て著述された場合が多く，地域もしくは村落

全体への対応というより，むしろ，著述農民

の営農記録という側面がきわめて強い。農書

山崎達夫

が地域に向けた農業の指導書であるのに対し

て，農業記録は地主層を主体としたー農民の

営農記録であると位置づけられる九

農書を本格的に地理学的研究に導入した有

薗 (1986)はぺその著書で農書と農業記録の

相違点にもふれ，農業記録は，耕地利用方式

をかなり具体的に復原できるため，素データ

としての意味をもつが，多くの農業記録が上

層農民によって著されているために，著述さ

れた耕作法をもって，地域内でひろく行われ

た農業と位置づけることは適切ではないこと

を述べている。対して，農書は当該地域の全

農家を対象としており，どの階層の農家でも

適用できる技術がかなり含まれるため，地域

性を解明する地理学的研究においては，農書

がより適する研究対象であるとしている。

耕地利用方式の復原を農業経営分析の主た

る目的とする場合，所有耕地の比定や条件が

求められるとともに，史料の継続性が重要と

なる。しかし，農書を利用するだけではその

記載の性格から自ずと限界があり，利用方式

について詳細に書き留められた農業記録など

を利用した農業経営の実態とその変化を把握

することが要求される 5)。

本稿では，近世の農業経営を耕地利用方式

から解明するために，まず耕地利用の実態を

詳細に捉え得る農業記録を利用することにし

たい。そこで，上野国新田郡西鹿田村の高橋

家に現存する農業記録「田園覚帳Jを研究事

例とし，高橋家の属する西鹿田村の耕地と所
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有耕地の空間的配置を明らかにしたうえでヘ

営農記録である「田園覚帳」を利用して，農

業経営の実態に迫りたいと考える。

II.対象地域と史料の概要

(1) 対象地域の概要

対象地域である西鹿田は，南北20km，最大

幅16kmの大規模な大間々扇状地の扇頂部に

位置する旧村である(図 1)。村内の高所は鹿

田山丘陵と呼ばれる笠懸町最大の丘陵で約

150~160m の高度をもち，南西に広がる扇状

地面とは，高度差別m程度である。また，扇

状地の勾配は約100分Iである。土壌は黄褐色

の火山性堆積物であり，透水性が大きく，保

水性は中程度である。表土は比較的厚く，腐

植含有量に富んでいる。

(2) 史料の概要

「田園覚帳」は高橋家に現存する農業記録

で7)，その特徴は文化10(1813)年~明治 8

(1875)年まで64年間の米の収量，および，

麦・豆・養蚕などの畑作物の収量が記載され

ているとともに，雇用労働力や小作人，天気

なども年ごとに記載されている点にあるo さ

らに重要なのは，畑作物の作付耕地を示す地

配図が付記されていることである。この地配

図を利用することによって，各年の耕地利用

を空間的・時系列的な変化という視点から詳

細に把握できるものと考える。

また，この「田園覚帳」は大きく 2つの部

分から構成されており，前半部に上述の収量

および地配図が，後半部には「農作業覚帳j

なる高橋家の農作業に関する覚え書きが付記

されている。この「農作業覚帳」には，各作

物の作付に関する記載，輪作方法，肥培管理

法など当時の当家の農作業関連の事項がまと

められているため，適宜分析の参考にしたい。

以上，高橋家所蔵の「田園覚帳Jを主な題

材とすることで，当時の耕地利用と農業経営

の一端を把握できるものと考える。

。 lkm 

図1 対象地域図
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表 1 高橋家の所有耕地内容

等 級|面積|石盛

上田 I21.03 I 10 
上畑 I33.28 I 6 
上畑 8.28I 6 
上畑 I57.00 I 6 
上畑 4.14I 6 
中畑 7.01I 4.5 
中畑 I11.22 I 4.5 
下ノ上畑 I12.20 I 3 
山新下々畑 I160.16 I 0.5 
山新下々畑 I11.22 I 0.5 
山 I83.12 
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単位:畝歩

西鹿田行政区有文書 r明治五年地所一筆隈
取調帳」から作成

III.文化~明治期における農業経営の実態

(1) 高橋家における所有耕地の分布

明治5年におげる高橋家の耕地は4町1反

5畝20歩で，水田が2反 1畝3歩，山を除い

た畑地が3町1反 1畝5歩である(表 1)。た

だし，畑地の中には「山」が接頭に付く耕地

の割合が多く，個人の刈敷や薪炭の供給地で

あったと考えられ，事実，地配図にこれらの

耕地は記載されていない。これら山や山が接

頭につく土地を除外した生産地としての畑地

は，屋敷を含む 1町3反8畝27歩で上畑を中

心とした 7筆からなる。耕地は屋敷から500m

程度内に分布しており，耕地所有上は比較的

有利であったといえる(図2)。

町三〉

堅調水田

-林地 o 
Eコ畑地 i 

図2 高橋家の所有耕地の分布と等級
注1)耕地番号は表3に対応

西鹿田行政区有文書:r明治五年地所一筆限取調帳」および「明治五年西鹿田絵図」
から作成

200m 
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(2) 米生産と収穫量

水田は屋敷北部の「坊谷戸」に 2反歩余の

上田を所有している。「田園覚帳」にはこの他

にも水田が記載されているが，耕地の所在を

確定できなかった。そこで，坊谷戸の水田に

ついてのみ論ずることにする。西鹿田村の上

回石盛は10であるが， 15が一般的であり，お

よそ下回と下々田の中間値にあたることから，

上回という等級であるが，きわめて低生産な

水田であったといえる。

この水田の米収量の変化をみると(図 3)， 

近世後期に至つでもなお，生産量にばらつき

が多心不安定であったことが読み取れる。

ただし，面積から割り出される収穫量はおよ

そ反当たり 2石程度であるから，ほぽ全年に

わたって高い収穫量を維持していたことにな

る。これは技術的な側面，施肥ことに金肥の

利用などに集約できるが，他方個人的に所有

する林地から堆肥を作り，合わせて金肥を投

下することによるメリットはかなりのもので

あったと想像し得る。「田園覚帳」の後記に農

作業の指導書ともいうべき項が付記されてい

るが，そのなかに糠や油粕などを江戸から購

{石)

7 

1820 1830 

入していたことが記されており，これら金肥

を導入していたものと考えられる 8)。

(3) 畑作物の数と作付面積の変化

生産される畑作物の数は，文政年間後期か

ら天保年間にかけて増加し，最大25種におよ

ぶ(表2)九なかでも大豆・小豆などの豆

類，粟・岡稲などの穀類が作付の中心を成し，

9 ~10月にかけて裏作物である大麦・小麦が

作付られ多収量を得ているが，地配図中には，

裏作である大麦・小麦の記載が見られないた

め，具体的配置や作付面積はわからない。

文政元年~12年までは 7 種~最大10種で，

平均しでも 8種類程度であるが，その中心は，

大豆などの豆類，粟や岡稲などの穀類，荏や

ゴマなどの胡麻類，芋である。その他では木

綿が安定的で，加えてソパの作付が若干見ら

れる程度である。これを作付面積に対比すれ

ば(図4)，全体の約3割程度が大豆を中心と

する豆類，さらに全体の 3割程度が粟と岡稲

で占められる。芋が2割程度であるので，こ

れら 3種で全体の 7割に達する。とくに，大

豆は平均しても 3割程度が全耕地中に作付ら

1840 

図3 高橋家の米収穫量の推移高橋家所蔵田園覚帳」から作成
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表2 田園覚帳にみられる畑作物の変化

年 号 大豆 小旦 粟 陸稲 角旦 胡麻 木綿 芋 蕎麦 荏 大被 その他
文化11(1814)年 • • • • 文化12(1815)年 • • • 文化13(1816)年 • • • • 文化14(1817)年 ND N. D N. D ND ND ND ND |… ND ND ND ND ND 
文政元(1818)年 • • • • • • • 文政2(1819)年 • • • • • • • • • 文政 3(1820)年 • • • • • • • • 文政4(1821)年 • • • • • • • 文政5(1822)年 • • • • • • • • • • 文政6(1823)年 • • • • • • • • • 文政7(1824)年 • • • • • • • • • 文政8(1825)年 • • • • • • • • • • 文政9(1826)年 • • • • • • • • • • 文政10(1827)年 • • • • • • • • • • 文政11(1828)年 • • • • • • • • • • SI!AS/MK 
文政12(1829)年 • • • • • • • • • 天保元(1830)年 • • • • • • • • • • • SI!NS/KK 天保2(1831)年 • • • • • • • • • AS/MK 
天保 3(1832)年 • • • • • • • • • • MK/NS/ED 天保4(1833)年 • • • • • • • • • • • NS 天保 5(1834)年 • • • • • • • • • • NS/N 

天保6(1835)年 • • • • • • • • • • • 天保7(1836)年 • • • • • • • • • • • 天保8(1837)年 • • • • • • • • • • N/TB 天保9(1838)年 • • • • • • • • • • MK/NS/TB 天保10(1839)年 • • • • • • • • • KM 

天保11(1840)年 • • • • • • • • • • NS/ED/KM 

天保12(1841)年 • • • • • • • • • • NS/KM/NG 天保13(1842)年 • • • • • • • • • • • AS/MK/NS/NG/MZ 天候14(1843)年 • • • • • • • • • • • MK/KM/NG 弘化元(1844)年 • • • • • • • • • • S I!MK/NS/NG 弘化 2(1845)年 • • • • • • • • • • • NS/NG/MZ 弘化 3(1846)年 • • • • • • • • • • MK/ED 弘化4(1847)年 • • • • • • • • • • • NS/KB/AB 嘉永冗(1848)年 • • • • • • • • • • MK/NG/MZ/ AB 嘉永2(1849)年 • • • • • • • • • AB 

嘉永 3(1850)年 • • • • • • • • • • NS/NG 嘉永4(1851)年 • • • • • • • • • NG/MZ 嘉永 5(1852)年 • • • • • • • • • SI 

嘉永日 (1853)年 • • • • • • • • MK/MZ 

安政元(1854)年 • • • • • • • MK 

安政 2(1855)年 • • • • • • 安政 3(1856)年 • • • • • • • • • • 安政4(1857)年 • • • • • • • 安政5(1858)年 • • • • • • 安政6(1859)年 • • • • • • • • NS/ED/NG 高延元(1860)年 • • • • • • • NG 文久元(1861)年 NS 

文久 2(1862)年 • • • • • • • NS 文久 3(1863)年

一. 一一. • 一.… • 一.一;n:;治元 (1~自の害 • • • • • 一. • NS/N/NG 慶応元(1865)年 • • • • • • • NG 

慶応 2(1866)年 • • • • • 慶応 3(1867)年 • • • • • • • 明治冗(1868)年 • • • • • • • 明治2(1869)年 • • • • • • • MK 

明治3(1870)年 • • • • • • • 明治4(1871)年 • • • • • • • MK 

明治5(1872)年 • • • • • • • NS 明治6(1873)年 • • • • • • • NS 

明治7(1874)年 • • • • • • 明治8(1875)年 • • • • • • NS/NG 

注1)その他の楠の SI=さつまいも， AS=麻， MK=もろこし， NS=なす， KKこかき， ED=えんどう，

N 菜， TB二煙草， KM=きみ， NG=ねぎ， MZ=めずら， KB=きび， AB=あぶらな，を示す。

高橋家所蔵田園覚帳jから作成
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図4 高橋家の作物別作付面積の変化 高橋家所蔵田園覚帳」から作成

れ，高橋家における畑作物の中心をなしてい

る。大豆の収穫量は毎年6俵程度と多く，食

生活に欠かせない味噌・醤油・豆腐・大豆油・

モヤシの原料であることからも作付の中心に

おかれたものと考えられる。ただ，収量の 6

俵はいかにも多く，主要な換金作物の 1つと

なっていたことが想像できる。

天保元年~弘化 4 年までは10~16種にも達

するが，耕地面積の増加とも相倹って平均13

種類と増加をみせる。この場合の耕地面積の

増加には 2側面ある。第1に，理由は不明

であるが，耕地が増加したものである。地配

図には記載されているが，耕地の位置は比定

できなかった。第2は，天保11年まで，屋敷

地としてのみ登記されていた土地が分筆をし，

さらに作物の作付られる耕地として変化した

ことである。

これら耕地の増加が作物数に影響し，前時

期までの大豆，粟と芋に表2のその他の欄で

見られるような，ナスやネギなどの野菜類を

初め，油菜・きび，柿・煙草に至るまでの増

加がみられる。また，大豆の作付面積に大き

な変化はないが，粟や岡稲などの穀類が全体

の3割から 2割程度へ減少し，合わせて 1

割程度を占めた胡麻類が大幅に減少している。

とくに，岡稲は，天保6年， 12年~弘化2年

までの5年聞には全く作付られな〈なり，サ

サゲや胡麻なども作付られない年がみられる

ようになる。これらの減少に反して，木綿と

ソパの作付面積が増加したことが特筆され，

とくに，木綿は天保後期に 1割5分程度に

まで達し，全体の作付にとっても重要な地位

を占めるようになった。

また，作物数が増加したことで，技術的な

側面(生産法や肥培管理など)や労働力の側

面が対応する形で変化したと考えられる。と

くに木綿は， i農作業覚帳Jによれば，連作障

害が発生するのである程度の期間をおくか，

多量の肥料が必要であるとされている。した

がって，肥培管理上の変化，金肥の導入が図

られたと考えることが妥当であろう。前述し

たが，高橋家の金肥(糠と油粕)購入を弘化
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3年とすれば1円この内容と一致する。

嘉永元年~慶応 3 年までは 5~11種で，平

均しでも 8種類で時代を経るにしたがい漸次

減少するが，大豆，粟・岡稲と芋という基本

的作付は共通しているが，大豆作付は相対的

に減少し，他の作物とほぽ同じ割合になる。

作物数は減少するが，前期の経験を踏まえて，

作物数を淘汰したと考えるべきであり，表2

に見られた多種の作物は，ナスやネギの野菜

類とモロコシなどに限定され，豆類や穀類な

どの面積が回復傾向となるためである。岡稲

とササゲの作付の減少は天保期以来続いてい

たが，安政6年以降，完全に消滅することも，

作物淘汰の一事例であろう。

ただし，嘉永元年から高橋家では，小作を

伴う経営に変化するため，安政3年頃から手

作地が減少するo これは，高橋家の当主であ

る長兵衛が嘉永4年に死去することに関係す

ると考えられる。小作地での作付に関しては

記載が無いため判然としないが，小作地の増

加が必然的に高橋家の作付を制限し，淘汰を

促進したものと思われる。

明治元年"-8年までは， 5~8 種で，平均

しでも 7種である。前時期に継続して，作物

数は淘汰され，大豆を中心に小豆，粟と芋，

木綿・ソパという型に固定する。全体の割合

には大きな変化がなく，大豆が3割弱，小豆

1割，粟・芋で5割，木綿・ソパが残りの 1

割強を占め，大根やナスなどの野菜類の作付

は継続される。

以上，文政元年~12年までの第 I 期は，大

豆を基幹に粟などの穀類と芋を中心とした自

家消費用作物に，木綿・疏菜類などの市場性

の高い作物を若干加えた経営形態として捉え

得る。次いで天保元年~弘化4年までの第II

期は，前時期同様に大豆を基幹とし，粟と芋

を中心に，平均13種類にもおよぶ作付にも増

して，木綿・ソパなどの市場性を重視した多

種類化を果たした経営へと変化した。嘉永元

年~慶応3年までの第III期は，基幹であった

大豆が減少し，さらに岡稲を代表とする穀類

生産も減少し，市場性の高い木綿・ソパなど

が従来以上に拡大した少種類多量生産期とし

て捉えることができる。明治元年~8 年まで

の第IV期は，バランスのとれた作付を前III期

に継続して行なうが，それまでの小作地を手

作地に戻すことによって，作付面積を相対的

に増加させることとなった。

(4) 畑作物の作付順序

高橋家の所有耕地はA~H までの 8 地区に

区分され，耕地等級は上畑が5地区と多く，

中畑2地区，下ノ上畑1地区の順である。ま

た，図4に示したごとく，作物の中心は大豆

であるので，この大豆を軸として，作付順序

の特徴を見ることにしたい川(表3)。

A地区は8畝28歩(3筆)の上畑である。

大豆は3年1作または2年1作であり，大豆

の前後年作は穀類(粟・岡稲)と芋である。

この順序は文政期まで継続するが，天保2年

には大豆に代わって胡麻とササゲが入り込む。

さらに，天保11・12年にはそれまで見られな

かった芋の連作が出現し，次いで13年からは

大豆の 3年連作が見られるo 天保期に入って，

作付が乱れるだけでなく，それまであえて避

けてきた連作を行っている点が特筆される。

弘化元年以降は2年1作の後に大豆ではなし

その他の豆類が作付られ，元治期まで継続す

るが，慶応期に入って， A地区に木綿が導入

されたことによって，後年作に大豆が作付ら

れる。慶応期以降，大豆の作付面積は減少し

ており，木綿の作付拡大が，大豆の地位を低

下させることとなった。

B地区は5反7畝歩(12筆)の上畑で，高

橋家最大の畑地である。ほぽ毎年，大豆の作

付が見られ， A地区同様に木綿の後年作でも

ある。天保元年以降は，木綿の作付が増加す

ることと相倹って，大豆は3年に 1度程度に

減少し 4年に 1度は大豆作の全くない年が

現れるようになった。しかし，天保13年ごろ
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表3 回国覚帳にみられる作付作物

地区番号文政冗文政2文政3文政4文政5文政6文政7文政8文政9文政10文政11文政12天保冗
A l 粟 大豆 岡留 粟 大旦 芋 大旦 小豆 大旦 ゴ、vマ 芋 大豆 岡稲

粟 大豆 岡稲 大旦 粟 小旦 芋 大旦 同稲 大旦 芋 大豆 同稲

3 粟 大旦 岡稲 大旦 粟・ナλ 芋 コマ ササゲ 岡稲 小主主 芋 小豆 同稲

B l 荏 大豆 粟 大豆 芋 大豆 岡稲 大旦 粟 ササゲ 芋 大旦 岡稲
2 芋 ナス 粟 大旦 芋 ノj、・ナλ 岡稲 大旦 粟 大旦 芋 大旦 岡稲

3 芋 大旦 粟 ササグ 芋 大旦 岡稲 大旦 粟 木綿 大旦 芋 芋

4 芋 大豆 粟 大・小 芋 大・付 岡稲 阿・コマ7 粟 木綿 大旦 芋 す-')1ゾ

5 荏 大豆 粟 大・根 芋 ササゲ 間稲 大旦 粟 tt-大 大旦 大豆 岡稲
6 芋 岡・小 粟 大旦 芋 小旦 岡稲 大旦 粟 ササグ 芋 瓜 岡稲

7 大豆 こZてず 芋 大・ソハ守 ゴ、マ 大旦 粟 芋 コ可ア 大旦 岡稲 すす・綿 大・カ・イ

8 木綿 大・根 芋 大-')ハ守 コ可ア 岡稲 大・綿 ドマ・ナス 芋 すす・岡 岡・大 胡麻 粟・大

9 根・荏 芋 角・根 粟 小・根 ゴ、マ tt-根 荏 ササ・芋 根・芋 岡稲 ササゲ ゴ、マ
10 小豆 こZ也会てす 大旦 粟 木綿 大旦 芋 粟 木綿 固稲 大旦 コマ 芋

11 小豆 ゴ、マ 大旦 粟 木綿 大旦 芋 粟 木綿 岡稲 大豆 コマ 芋

12 ゴマ コマ 大旦 粟 コ可ア 大旦 芋 粟 木綿 旦稲 大旦 ゴ、マ 芋

C 大旦 岡稲 荏 大豆 粟 tt・ノj、 芋 大・小 岡稲 ササグ
2 岡稲 大旦 粟 コマ 大旦 芋 大旦 粟 ササグ 芋 大・瓜 粟 大・付

3 岡稲 大旦 粟 粟 大旦 芋 粟 大旦 コマ 芋 ササゲ 粟 木綿

4 大旦 粟 岡稲 芋 小旦 粟 ゴ、マ 岡稲 大旦 粟 ササゲ 粟 コマ

5 粟 大豆 関稲 粟 大旦 芋 粟 大正1 ゴ、マ 芋 大旦 粟 木綿

6 粟 大丘 岡稲 粟 大旦 芋 粟 大旦 コマ 芋 大豆 粟 木綿

7 芋 荏 ノl、.ソ/ゾ 荏 ササグ コマ 芋 岡稲 ~t-')Iゾ 荏 モロコシ 粟 芋

8 芋 空 ノj、.ソハ‘ 荏 大旦 コマ 芋 岡稲 阿・ソハ、 荏 モロ・麻 粟 芋

9 大豆 粟 大旦 芋 大豆 粟 ササゲ 岡稲 大旦 荏 大豆 岡稲 ゴ、'マ

10 粟 粟 大豆 芋 大旦 粟 ササゲ 岡稲 ササゲ、 粟 大旦 粟 小豆

11 粟 大豆 岡稲 粟 大旦 芋 粟 大旦 ゴ、マ 芋 大旦 粟 綿・菜

D l 大豆 芋 大旦 岡稲 大SL 粟 大旦 芋 岡稲 大豆 粟 ササグ 芋
2 大豆 芋 大旦 コマ 大旦 粟 荏 芋 岡稲 大‘ソバ 粟 ササゲ 芋

3ササゲ 芋 大豆 肘・ソハ、 荏 こ立てす 芋 ササゲ岡・コ。マ 大・村 荏 ~t-')が 荏
4 大旦 芋 芋 岡稲 大旦 粟 小豆 芋 岡稲 大豆 粟 ササゲ 芋

5 大豆 芋 大旦 岡盤 大旦 粟 小豆 芋 岡稲 大豆 粟 ササゲ 芋

6 大旦 芋 大旦 岡稲 ササゲ 粟 大旦 芋 岡稲 大旦 粟 ササゲ 芋

7ササグ 芋・荏 芋 ftt-ソハJ 荏 ごIてず 芋 ササゲ コマ 大-tt 荏 ササゲ ゴ、マ
E I 粟 木綿 大豆 芋 岡稲 大豆 粟 木綿 大旦 ゴマ 芋 大旦 粟

2 粟 木綿 大豆 芋 同稲 大豆 粟 木綿 大旦 コマ 芋 大豆 粟

3 粟 木綿 大旦 芋 荏 大豆 粟 木綿 大旦 コ可ヌ ササゲ 大旦 粟

4 粟 木綿 大旦 芋 岡稲 大豆 粟 木綿 大旦 ゴマ 岡稲 大豆 粟

5 粟 木綿 大豆 芋 荏 大旦 粟 木綿 大旦 コマ ササゲ 大旦 粟

F l 岡稲 小旦 ゴ、マ 粟 大旦 胡麻 大旦 大-')1ゾ 粟 木綿 岡稲 大豆 粟

2 荏 大豆 コマ 粟 大豆 胡麻 大旦 大・ソげ 粟 木綿 岡稲 大豆 粟

3 大旦 コマ 芋 大旦 粟 木綿 大旦 ゴ、マ 芋 大-')〆 粟 木綿 哩彊
4 大旦 粟 木綿 大豆 粟 木綿 大旦 ゴ、'マ 芋 大・ソハ守 粟 木綿 岡稲

5 大豆 粟 木綿 大旦 粟 木綿 大旦 ゴ、マ 芋 大・ソバ 粟 木綿 岡稲

G l 木綿 ササゲ 木綿 大旦 木綿 大旦 木綿 大旦 木綿 大・ソハぶ 粟 大旦 木綿

2 木綿 ササゲ 木綿 ササゲ 木綿 大旦 木綿 大豆 木綿 大・ソハぐ 粟 大豆 木綿

H l 

2 

3 

注 1)表中の耕地地区および番号は，図2に対応。

2 )表中の空欄は，記載なしを示す。

3 )簡略化した作物は，大豆大，小豆一小，岡稲岡，木綿一綿，大根一根，ササゲーササ，角豆角，ソ

バ ソ，モロコシ モロ，メズラ メズ，カキ カ，荏胡麻ー荏，芋ーイ，サツマイモーサツマ，春ソパ

春ソ，冬エンドウ 冬エ，センザイーセンで示した。

高橋家所蔵田園覚帳」から作成
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天保2天保3天保4天保5天保6天保7天保8天保9天保10天保11天保12天保13天保14弘化冗
ゴマ 芋 大旦 岡稲 大旦 小旦 大旦 小旦 大旦 芋 芋 大旦 大・村 大豆

ササゲ 芋 大豆 岡稲 大豆 粟 小旦 岡稲 大旦 芋 芋 大豆 大豆 大旦

ササゲ 芋 大旦 岡稲 大旦 粟 小旦 岡稲 大旦 芋 芋 大豆 大旦 大豆

ササグ 芋 大旦 岡・大 大旦 荏 小旦 芋 大旦 粟 大豆 荏 芋 大旦

大旦 芋 大旦 ローマ・ネキササグ 粟 小旦 芋 ソノt 粟 大旦 荏 芋 大豆

大旦 粟 ササグ 岡稲 大・付 粟 荏 芋 ソyゾ・大 粟 大・ソバA:P'メλa 芋 大旦
コマ 向稲 大旦 ゴ、マ 根・菜 芋 荏 芋 ソ/ゾ・大 粟 川ゾ・根 綿・ナλ 芋 大・根

ササゲ 芋 大旦 芋 粟 芋 大豆 芋 ササグ 粟 小豆 荏 芋 大旦

大旦 粟 ササゲ 芋 大豆 粟 小豆 芋 大・根 ナス 大旦 荏 芋 !:*'}A企

芋 角・瓜 岡稲 大旦 大旦 H.根 芋 大旦 粟 ノl、.コ守7 大旦 荏 芋・粟 木綿
芋 同稲 プマ・荏 大旦 粟 粟・綿 芋 大旦 粟 木綿 大旦 荏・綿 粟 性.tV7
芋 ササゲ 岡稲 大旦 粟 芋・綿 ナス・荏 大.yが キミ りじ・根 ソノ〈 ササゲ 粟 木綿
大・ナス 岡稲 粟 木綿 大旦 粟 木綿 大豆 粟 木綿 岡稲 大豆 粟 木綿

大旦 岡稲 粟 木綿 大旦 粟 木綿 大旦 粟 木綿 キミ 大豆 粟 木綿

大豆 岡稲 粟 木綿 大旦 粟 コマ 大豆 粟 木綿 キミ 大旦 粟 木綿

芋 小旦 岡稲 大旦 芋 大旦 芋・ソハ、 大豆 芋 ノト・コゼマ 粟 大豆 荏 小豆

岡稲 大旦 芋 大旦 芋 大豆 芋 ササゲ 岡稲 ササゲ λ.Hず大-麻 荏 芋

岡稲 ササグ 芋 大旦 芋 ササゲ 芋・粟 大旦 芋 ササゲ 粟 木綿 大・ナλ 芋

岡稲 大豆 芋 小旦 芋 大旦 芋・岡 ササゲ 岡稲 大旦 粟 木綿 ササゲ 芋

岡稲 大.H 芋 大旦 粟 大旦 ソノミ ササグ 芋 大豆 粟 木綿 大豆 芋

岡稲 大豆 芋 ササゲ 粟 大・ナλ 苧 すす・ナλ 芋 大旦 粟 木綿 大豆 芋

岡稲 サt.ソ/ゾ モロコシ 大旦 荏 ササゲ 芋 ソパ 荏 ソノf ソノく 荏 ソノf 芋

芋・麻 サ・ソハ守 大根 ササゲ 荏 ササゲ、 煙草 煙草 荏 ソノf ソノミ 荏 ソノt 芋

芋 ササゲ 岡稲 大旦 芋 大旦 芋・ソバ 大旦 芋 ノト旦 葉 大旦 荏 小豆

岡稲 大li 芋 ナス・莱 ナス 大旦 芋 小豆 芋 大豆 粟 ササグ 荏 大旦

岡稲 大豆 苧 ササゲ 粟 大旦 芋 すす・根 芋 大豆 粟 木綿 大・根 芋

大旦 同稲 大豆 芋 ササゲ 岡稲 大豆 粟.y，ゾ 小豆 芋 大旦 芋 大豆 荏
大豆 岡稲 ササグ 芋 大豆 岡稲 粟.y，ゾ ソノ〈 ササグ 荏 大旦 芋 荏 大豆

大.yバコず7・モロ 二Zて7 芋・付 荏 同・大 モロコシ ソノ〈 ソノ《 荏 大・ソ/ゾ 芋 荏・ソハ守 大旦
大旦 岡稲 大豆 芋 大旦 ソノf 大旦 粟 小豆 キミ 大旦 芋 大旦 荏

大旦 岡稲 大旦 芋 大旦 ソノミ 大旦 粟 小旦 芋 大旦 芋 小旦 荏

大旦 岡稲 小豆 芋 大旦 関稲 粟.yが 粟 ササグ 荏 大旦 芋 荏 大.yが
大・ソ/ゾコ会7・モロ 芋 ササゲ 荏 大豆 モロコシ ソノく ソパ 荏 ソノ《 芋 ソノ〈 大豆

木綿 大豆 岡稲 粟 大旦 荏 ササゲ 粟 芋 大・ソバ 荏 粟 木綿 大旦

木綿 大-小 岡稲 粟 大旦 ゴ、マ ササゲ 粟 芋 大.yハマ 荏 粟 木綿 ソノミ

木綿 大旦 岡稲 粟 大豆 ゴマ ササゲ 粟 芋 大・ソハ、、 荏 粟 木綿 大旦

木綿 大豆 岡稲 粟 大豆 荏 ササゲ 粟 芋 大・ソ/ゾ 荏 粟 木綿 大旦

木綿 大旦 岡稲 粟 大豆 コ可ア ササゲ 粟 芋 大ソ/ゾ 荏 粟 木綿 大旦

コてず 大豆 粟 ササゲコぐ7・荏 芋 大・根 コ守7・ソハ キミ 芋 木綿 大・ソハ A 木綿 モロコシ

プマ・綿 大旦 同稲 ササグプ7・荏 芋 大・ブハ、 荏・綿 キミ 芋 木綿 大・根 粟・ソハと コマ

大旦 粟 木綿 岡稲 ササゲ 芋 粟 木綿 大旦 芋 木綿 大・ソハマ 木綿 ササグ

大旦 粟 木綿 岡稲 ササグ 芋 粟 木綿 大豆 芋 木綿 大.y，ゾ 木綿 小旦
コや7・ノl、 粟 木綿 岡稲 ササゲ 芋 粟 木綿 大豆 芋 木綿 大・ソが 木綿 小豆

大・肘 綿・冬エ 岡稲 大豆 芋 木綿 大・付 モロコシ 大豆 粟 木綿 大旦 木綿 大旦

大.t:¥-綿・冬エ 岡稲 大豆 芋 木綿 大・付 モロコシ 春ソハ守 粟 木綿 大豆 木綿 大豆

春ソ・キミ 芋 大旦 芋 大旦

春ソ.:t~ 芋 大豆 芋 大旦

春ソ・1ミ 芋 大旦 芋 大豆
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地区番号弘化2弘化3弘化4高永冗嘉永 2嘉永3嘉永4嘉永 5嘉永6安政冗安政2安政3安政4
A lササゲ 芋 大旦 芋 大旦 j隻 小豆 岡稲 大旦 芋 大旦 粟 大旦
2 小旦 粟 小旦 芋 大旦 荏 小豆 岡稲 大旦 芋 大豆 粟 大旦
3 ノj、・メλe 粟 小旦 芋 大豆 荏 小旦 岡稲 大豆 芋 大豆 粟 大旦

B l 芋 荏 大旦 芋 大豆 粟 大旦 岡稲 大息 芋 ササゲ秋山寺 粟
2 芋 荏 大旦 芋 大豆 粟 ササグ 岡・芋 大旦 粟 ササゲ 同稲
3 芋.1ハ令 荏 大旦 、}，ゾ・根 ソノミ 粟 ササゲ 粟・芋 ネギ 粟 ササゲセンずイ
4 ソノ《 芋 大旦 、}，ゾ・根 粟 ソ/ゾ・根 ネギ 岡稲 ネギ ソノ《 亙 秋山寺 岡種
5 大旦 荏 大旦 芋 大旦 芋 小旦 芋 芋 粟 小豆 大根 粟
6 芋 荏 大旦 芋 大旦 粟 ササゲ 芋 荏 大旦 粟 秋ソ/ゾ 岡稲

7 大豆 粟・芋 荏-メス企 大旦 粟・ソバド7・ナλ大旦 芋 ゴ、マ 大旦 粟 秋ソ/ゾ 大豆
8 大豆 芋 荏 大豆 粟 木綿 大・根 サツ7 木綿 大豆 粟 コてず 大豆

9 大旦 粟 芋 ササゲ 粟 コマ 大旦 粟 院:r".芋 粟 小豆 大根 春ソハ守

10 大豆 芋 岡稲 大豆 粟 木綿 大旦 粟 木綿 大豆 粟 木綿 大旦

11 大旦 芋 岡稲 大豆 粟 木綿 大旦 粟 木綿 大旦 粟 木綿 大旦

12 大旦 芋 岡稲 大旦 粟 木綿 大豆 粟 木綿 大旦 粟 木綿 大旦
C 芋 大旦 岡稲 小豆 荏 大旦 芋 小旦 岡稲 大旦 芋 大豆 粟
2 荏 大旦 岡稲 小豆 芋 大旦 粟 小旦 岡稲 大豆 芋 大旦 木綿

3 大旦 粟 木綿 λ-ネキや 芋 大豆 粟 ササゲ 岡稲 大豆 芋 ササゲ 木綿

4 大旦 fitt.ネキ守 岡・ナス 大旦 芋 大旦 荏 大旦 岡稲 大旦 芋 大旦 粟
5 角旦 粟 木綿 大旦 芋 ササグ 粟 大旦 岡稲 付。赤 芋 大豆 木綿
6 λ・メスぜ 粟 木綿 大旦 芋 ササゲ 粟 大旦 岡稲 サゲ赤 芋 大旦 岡稲

7ササグ キビ ソノく モロコシ ソノ〈 荏 ソノミ 小豆 モロコシ モロコシ 芋 荒地

8ササゲ キピ ソノf モロコシ ソノf 荏 ソノく 小豆 千ロコシ モロコシ 芋 荒地
9 芋 大旦 粟 小旦 小笠 大豆 コeマ 小旦 岡稲 大旦 芋 大旦 粟

10 芋 ナス コママ・ノj、サ・メλマネギ 大旦 粟 ササゲ 岡稲 大旦 芋 ササグ 木綿
11 ササゲ 粟 木綿 大旦 芋 ササグ 粟 大旦 岡稲 サゲ黒 芋 大豆 同稲

D l 大旦 芋 大豆 荏 小旦 芋 大旦 岡稲 小豆 モロコシ 大豆 小豆 芋

2 粟 閉稲 大旦 粟 ササグ 苧 荏 岡稲 モロコシ モロコシ 大旦 芋 小豆

3 粟 サ・キt" 大・村 粟 すす・ソハ守 芋 荏.1ハ守 モロコシ モロコシ 大豆 芋 小旦

4 大旦 芋 大旦 荏 小豆 芋 大豆 荏 小旦 春プ/ゾ 大旦 小旦 芋

5 大旦 芋 大旦 荏 小豆 芋 大旦 岡稲 小豆 春ソ/イ 大旦 小旦 芋

り 粟 岡稲 大旦 粟 角旦 芋 荏 荏 春ソハ‘ 大豆 芋 小豆

7 ソノt キビ 大・付 粟 ソノ《 芋 ソノミ モロコシ 春ソハぐ 大旦 芋 小豆

E 工ンドウ 小旦 粟 木綿 小旦 芋 木綿 大豆 粟 木綿 大豆 芋

2 木綿 大旦 粟 木綿 小旦 芋 木綿 大豆 粟 木綿 大旦 芋

3 木綿 大豆 粟 木綿 ササゲ 芋 木綿 大豆 粟 木綿 大息 芋

4 木綿 大旦 粟 木綿 小旦 芋 木綿 大旦 粟 木綿 大豆 苧

5 木綿 大豆 粟 木綿 ササグ 芋 木綿 大旦 粟 木綿 大旦 苧
F ソバ 綿・根 大-芋 ゴ可ア 芋 tt・4艮 芋 粟 木綿 大豆 |隠居分

2 ソノミ 木綿 大旦 コ守7・ナス 芋 大旦 芋 粟 木綿 大旦 隠居分

3 木綿 大旦 芋 荏 大根 粟 粟 木綿 大豆 隠居分

4 木綿 大旦 芋 荏 大旦 粟 大豆 粟 木綿 大旦 意居分

5 木綿 大豆 芋 木綿 大豆 粟 粟 木綿 大旦 隠居分

G 荏 大村ゲ円ヌキ入 ノトイ乍 弥七作 四郎次

2 荏 春ブ/ゾ 仰ヌキ入 小作 弥七作 四郎次
H l 芋 岡稲 芋 大豆 芋 大旦 芋 大豆 芋 小旦 大旦 芋 大豆

2 芋 小旦 芋 岡稲 芋 大旦 芋 大豆 芋 小豆 大豆 芋 大旦

3 芋 LA豆 芋 閉稲 芋 大豆 芋 大旦 芋 小旦 大豆 芋 大豆
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安政5安政6万延ヌE民久冗文久2文久3フi}，台7Gl慶応冗慶応2慶応3明治冗明治2明治3明治4
芋 小豆 芋 大旦 芋 大旦 粟 小旦 木綿 大旦 芋 大旦 木綿 芋

芋 小旦 芋 大豆 芋 大旦 粟 木綿 大旦 木綿 大旦 芋 木綿 大旦

芋 小旦 芋 大旦 粟 大豆 粟 木綿 大豆 木綿 大旦 芋 木綿 大旦

芋 大豆 苧 大旦 粟 大旦 粟 小豆 芋 大旦 芋 大旦 粟 芋

ネギ :¥'-".ナス 粟 岩蔵入 ン・春ソソ/ゾ・大 粟 小旦

岩蔵入 岩蔵入 長・ネキ守11ゾ・大 粟 小豆
岩蔵入 岩蔵入 粟 大旦 粟 小豆

芋 大旦 韮 大旦 粟 大豆 粟 大付ゲ 芋 大旦 芋 大豆 粟 芋

大旦 ネギ 木綿 大豆 粟 小旦 粟 Hて村ゲ 粟 小旦 春ソ/ゾ 木綿 小旦 春ソハ守
岡稲 粟 木綿 大旦 大根 列ゾ・綿 ス・ネギ陳・春ソ大村ゲ 大旦 芋 木綿 小旦 春ソJゾ

粟 大豆 大旦 粟 荏 木綿 大旦 粟 木綿 大豆 木綿 小旦 春ソハ、、

岩蔵入 栄蔵 粟

粟 大根 大豆 粟 木綿 大旦 大・芋 陳・春ソ 粟 大豆 粟 小旦 芋 大旦

粟 木綿 大旦 粟 木綿 大豆 芋 粟 大旦 大旦 粟 小旦 芋 大旦

粟 木綿 大豆 粟 木綿 大旦 芋 粟 大旦 大豆 粟 小豆 芋 大旦

荏 芋 大豆 粟 小旦 粟 春ソハ守 芋 大豆 粟 小旦 芋 大旦 粟

大旦 芋 大旦 粟 大旦 芋 大旦 芋 大旦 粟 大旦 芋 大豆 粟

大旦 芋 粟 木綿 大旦 粟 大旦 芋 粟 大旦 木綿 ササゲ 粟

大旦 芋 大豆 粟 小旦 粟 大旦 粟 大ササゲ 粟 大旦 芋 大旦 粟

大豆 芋 大旦 粟 大旦 径 大旦 芋 大付ゲ 粟 小旦 芋 春11ゾ

木綿 大豆 粟 木綿 大豆 粟 木綿 大豆 芋 粟 粟 大旦 粟 大旦

荒地 春ソノゾ モロコシ モロコシ

荒地 春ソハ守 モロコシ モロコシ

大豆 粟 大豆 粟 小豆 粟 大旦 粟 大村ゲ大村ゲ 小旦 芋 芋 大旦

木綿 大旦 大旦 粟 大旦 粟 ササゲ 大旦 大旦 芋 粟 芋 大旦 粟

木綿 大旦 大根 春ソハ守 大旦 粟 木綿 大旦 芋 大付ゲ 粟 大旦 粟 大旦

大豆 芋 小豆 芋 大旦 芋 小豆 大豆 粟 芋 大豆 芋

大旦 芋 ソノ〈 小旦 粟 小豆 粟 大旦 粟 春ソ/ゾ 大旦 芋

大旦 粟 春Yノゾ 小豆
大豆 芋 小豆 芋 大豆 芋 小旦 大旦 粟 苧 大旦 粟

小豆 芋 小旦 芋 大旦 芋 小豆 大豆 粟 芋 大豆 粟 芋

大豆 油な 芋 春ソ/ゾ 粟 ソノt 粟 春ソノゾ 粟 芋・春ソ 小豆 粟

大旦 春ソハ寺 ソノミ 粟 小旦 ソノf

重次郎入 彦吉入乍

重次郎入 彦吉入乍

重次郎入 彦吉入'F

重次郎入 彦吉入乍

重次郎入 彦吉入乍

岩蔵入 栄蔵入 粟 大旦 木綿

岩蔵入 栄蔵入 粟 大旦 木綿

岩蔵入 栄蔵入 粟 大旦 粟

岩蔵入 栄蔵入 粟 大旦 葉

岩蔵入 栄蔵入 粟 大豆 粟

四郎次入 四郎次入作 大付ゲ 芋 ササゲ豊四郎

四郎次入 四郎次入作 大付ゲ 芋 ササグ豊四郎

芋 大旦 粟 大豆 芋 大旦 芋 木綿 大豆 芋 木綿 大旦 芋 大旦

芋 大豆 粟 大豆 芋 大旦 芋 木綿 大豆 芋 木綿 大豆 芋 大旦

芋 大豆 粟 大豆 苧 大旦 芋 木綿 大豆 芋 木塑 大豆 芋 大旦
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から大豆生産は 4年 1作から 3年l作に戻

り，木綿の後年作として，木綿大豆粟・

岡稲の一連の順序が確立する。一方，慶応期

からは木綿の作付が停滞する代わりに連作を

含む大豆作が増加に転じる O

C地区は 3反 3畝28歩 (11筆)の上畑で，

B地区に次いて守大きな面積をもっ。大豆は基

本的に 2年 I作であり，文政9年ごろまでは

地区としてほぼ毎年作付られているが，天保

元年に木綿が導入されると，他地区同様に，

3年 1作に周期が延びる。大豆は木綿の後年

作として位置づけられ，木綿一大豆粟とい

う一連の順序が維持される o 他方，木綿同様

にこの時期ごろから導入されるソパについて

は，大豆を含まない独自の作付順序であり，

芋と荏との組み合わせであって，ササゲを含

むが大豆は作付られない。慶応期から木綿が

減少すると，大豆は地区内で毎年作付られる

ようになることから，木綿との相互関係が重

要であったと考えられる。

D地区は 1反 1畝22歩(7筆)の中畑であ

る。大豆は 2年 1作であり，前後年作は穀類

の粟・岡稲，芋，ゴマ・荏，ソパなどが作付

られる。大豆と前後年作を組む作付順序を 4

回(8年)繰り返すと 9年目に大豆は作付

られず，代わって，同類の小豆・ササゲに代

わる。弘化4年からは，それまでの 2年 1作

の作付順序から 4年 l作となり，文久期に入

ると 3年1作へと更なる変化を遂げる。天

保期頃より作付面積を減少させ，他作物へと

転換したことが，大豆の地位を低下させるこ

とに結びついていると考えられる。

E地区は 1反 2畝20歩(5筆)の下ノ上畑

である。大豆はほぼ3年 1作であって，前年

作は木綿，後年作は粟を中心に，他種類にわ

たっている。この地区では，文政初期から木

綿が作付の 1つを担っており，大豆を組み合

わせた，粟一木綿 大豆の一連の順序が当初

から確立している。ただし，木綿は天保5年

以降， 11年間作付られず，ゴマやソパなどが

12 

それに代わるが，大豆には大きな変化はない。

天保14年からはそれまでの 3年周期に戻って

いるが，安政5年以降は小作地化した。また，

下ノ上畑という低位な等級に対応した特別な

作物は見いだせなかった12)。

F地区は 7畝 1歩(5筆)の中畑である。

1 ~ 2耕地では，文政10年まで木綿が導入さ

れず，粟・岡稲大豆一ゴマの基本型をもっ

ており，大豆3年 1作とおおむね見られるが，

順序に明確さを欠く。 10年以降木綿が導入さ

れるとさらに著しくなり，以後一定の順序を

もたない。 3~5 耕地は粟一木綿一大豆の 3

年周期が繰り返され，文政11年より綿の後年

作に岡稲が入り 4年1作へと変化する。大

豆に代わり，ササゲが作付られる場合と大豆

とソパの混作の場合，粟に代わり，芋の作付

が見られるようになるo また，天保9年から

は木綿作の間隔がそれまでの 4年 1作から 3

年，さらに 2年へと短縮され，極端な木綿大

豆の型が形成される。その後は3年1作とな

り，嘉永 2年以降は，前述の 4年 1作に戻る

が，安政3年以降小作地牝するため，作付の

実際はわからない。

G地区は4畝14歩(2筆)の上畑である。

文政元年より導入された木綿は，大豆との組

み合わせであり F地区で見られた 3年1作

よりも，短縮された 2年 l作，木綿一大豆を

基本的に繰り返す。大豆に代わって，ササゲ・

粟が入る場合もあるが，天保3年までは，ほ

ぽこの順序を踏襲する。天保 4 年~11年での

木綿は， 4年1作となり，代わってソパ・芋・

モロコシなどが作付られる。天保12年以降は，

従来の 2年1作(木綿大豆)に戻る。ただ

い弘化4年以降は小作地化する。

G地区では他地区と異なり，木綿の 2年 l

作が基本的には大豆と組み合わされることに

よって成立していた。天保4年からは作付順

序が乱れるが，他地区のような木綿・大豆の

短縮作付ではなく，逆に，その期聞をのばす

方向性が見られた。これは他に見ることので



きない特殊な形態といえよう。

H地区は3畝4歩(3筆)の上畑である。

当地区は天保10年まで「田園覚帳Jに記載さ

れていない屋敷地である。その作付順序は，

天保12年より，芋一大豆と 2年周期で繰り返

され，大豆の代わりに小豆や岡稲，芋の代わ

りに粟が作付られることはあるものの，基本

順序はほぼ変わらない。他地区で見られた天

保期以降の順序の乱れもないといって差し支

えない。ただし，慶応元年以降，木綿導入を

契機に芋一木綿大豆に変化する。

各地区ごとの基本的順序は 2年 3年，

4年 8年周期とその間隔に聞きが見られ，

大豆を基本にした作付が繰り返される共通項

が認められた。木綿も作付順序を決定する要

因のーっとなっていた。当初から木綿が作付

られた地区では，その後も大きな変化を見る

ことがないが，木綿導入期以降，一地区を例 (5) 労働力の変化

外として，作付JI国序が変化し，木綿の作付に 家族構成を確認できる史料は， I文久二

より，それまでよりも一年長い周期へと適応 (1862)年三月 西鹿田村宗旨人別帳J13)のみ

した。したがって，大豆と木綿の組み合わせ である。高橋家は，嘉永4年に当主長兵衛没

こそが，高橋家の作付順序を支配していたと 後，長男長平が家督を継いだ。この長平35歳

いえるであろう。また，天保~弘化期では， の時に宗門改めが行われたことになる。長平

作付順序がどの地区でも軒並み乱れ，それ以 家は，妻こと (31歳入母よし (59歳)，長男

表4 田園覚帳にみられる雇用労働力

前とは異なる作付が行われると同時に，周期

は延長され，基幹である大豆の作付も不安定

となる。この時期に大きな変化が見られるこ

とについて，経営方針の変化や天保の大飢鍾

の影響などが考えられるが，実際のところ，

考察が及んでいない。

文政~弘化期にかけて，作付順序は木綿の

導入などによって延長され，芋・ソパなど多

種類の作物が作付られるようになる。嘉永~元

治期では，当主長兵衛が死去することに伴い

小作地化が進展し，少種類の作付へと変化す

るが，慶応期以降は，文政期と同様な作付順

序に戻る傾向がある。もちろん，小作地の手

作地化が最大の要因であろう。すなわち，拡

大と縮小を経て，当初の形態へと回帰する形

態が高橋家の作付順序の特徴である。

間一里
子季・夏季

…不明一
月 ~O~ ・不明・蚕雇・蚕雇
夏季
夏季

夏季

…奏・夏季
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4 月下旬~6 月 30 日
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高橋家所蔵田園覚帳」から作成
注 1)・は男子，/'，.は女子を示す。また，数は人数を示す。

2 )表中の縦実線は同一人を示す。
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熊次郎 (13歳)，次男作馬(6歳)，三男彦次

郎(5歳)の計6人の家族で構成されている。

文久2年の時点では，本人・妻・母・長男の

4人が労働力として該当する。ただし，文久

の宗旨人別には，分家等の記載がなく，また，

それ以前の宗旨人別も現存しないため，長平

の血縁関係については，判然としない。

文政元年~天保2年までは，年季労働力を

1名ないし 2名雇用しており，継続して多年

にわたるものは 1名のみで，女子の「おさん」

は4年間継続である(表4)。ただし，文政元

年~4 年に関しては 2 ないし 3 名であり，

他の年より若干数が多い。女子「おさん」は

上述の通り 4年継続，男子「久五郎jは文政

元・ 2年の 2年継続である。これに対して，

文政5年以降は天保2年のみ 2名であって，

他は l名である。この時期.は 1年を通して

の経常的労働力であるという点に特徴があり，

家族労働に年季の奉公人を 1 名~3 名加えた

経常労働形態として捉えられる。

天保3年~嘉永4年は半季ないし夏季，す

なわち農繁期(半季・夏季および 4 月下旬~6

月30日などと記載されているもの)だけ雇う

季節的労働形態へと大きく変化している。天

保 3 年~8 年までは 2 名 9 年以降は 1~4

名まで年によってばらつきがみられ，年ごと

の対応に相違がみられる。ただし，天保3・

4・5年の「亀蔵J，天保4・5・6年の「金

次郎」は，それぞれ3年継続し，天保9年~弘

化元年まで「菊蔵jが7年間継続する。それ

以降は毎年変わるが，天保3年~弘化元年ま

では季節労働であっても，雇用人の継続性が

指摘できる。

経常的な労働は家族労働力に一括され，季

節的(農繁期)な臨時雇形態、をとっており，

農繁期への雇用労働力の集中的な投下がみら

れる反面，裏作である大麦・小麦に関しての

労働力は家族労働力によって負担せざるを得

ない状況になったといえる。農繁期を中心に

している点では共通するが，養蚕関係の蚕雇

が出現することは特筆される。以前に蚕雇は

特記されておらず，この時期にいたって当家

の養蚕が拡大したものと考えられる。このよ

うに，経常的雇用労働力は皆無となったが，

反面で経営耕地規模は若干ながら増加してお

り，集約的な経営形態，すなわち合理化の方

向へと進展したといえる。

嘉永5年以降は「雇」による季節的労働形

態は姿を消し，小作経営形態へと大きく変化

する。小作経営についてみると(表5)，全体

表5 田園覚帳にみられる小作人と小作期間

年号 農民名

一一孟重盛塑
嘉永 6 (1型~3)年
安政元(1田51)年
安政2(1855)年
家政3(856)停
失政4(1857)'} 
安敬一5(18四)年
安政6(1続的停
万議元(11切0)年
末久元 (1~6J)'} 
文久2.(1862)字
文久 3.(1863)年
~.1j台元(1 864) 年
慶応元(18(j，，)年
慶応2086里)年
慶応 3(1867)年
明憤示(1868)年
明治2(1869)年
明治3(1870)年
明治4087])年
明治5(872)年
明治6(1873)年
明治7(1874)年
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で14名の小作人が記載されている。嘉永6年

には小作入金次郎・輔七の 2名で3筆1.9反を

耕作している。安政5年には最大の7名が小

作人となり， 7筆で面積6.2反となった。安政

6年~慶応元年までの 7年聞は小作人4名，

6筆で面積5.4反と安定している。再び慶応2

年に 5名， 7筆で面積6.2反となるが，明治元

年以後，漸次減少する。

ただし，注記しておかなければならないこ

とは，完全な小作経営は嘉永5年以降であっ

て，嘉永元年~4 年までの聞は，季節的労働

力と小作人が混在する，過渡期的性格をもっ

ていることである。

以上のことから文政元年~天保2年までを

年季を中心とした経常労働形態とし，同3年

~嘉永4年までを農繁期を中心とする季節労

働形態として捉えることができ，地主的側面

を有しながらも，手作地の経営をも行う地主

手作経営とみなすことが可能である。対して，

嘉永5年以降を小作経営形態と大まかに掌握

することができる。

(6) 高橋家における農業経営とその変化

稲作による安定的な経営の実現は，畑作卓

越地域という地域条件を考慮すると困難で，

畑作による経営に依存せざるを得なかった。

そこで，畑作を基軸とした農業経営を大きく

4時期に区分した。第 I期は文政元年~天保

2年までで，大豆を中心に，穀類を加えた自

家消費目的の生産を基本とした経営に，木綿・

疏菜類なとやの市場性の高い作物を若干加えた

多種類少量生産形態として捉えられる。また，

労働形態からみれば，天保2年までは年季と

家族労働を組み合わせ経常労働形態と見るこ

とができる。作付順序に関しても，各地区で

若干の相違は見られるものの，基本型を維持

した安定的な順序をもっていた時期といえる。

第II期は天保3年~弘化4年までで，多種

類化の萌芽はみられるものの，従来の大豆を

中心とし，穀類を加えた基本型に，市場性を

重視した木綿やソパなどを加えた多種類多量

生産へと変化した。また，労働形態からみれ

ば季節労働がその主体となり，多種類に対応

した労働の集約化が進展したことを示す。一

方で，裏作の麦類の生産に関しては，家族労

働への負担が増大する結果となった。季節労

働により広範囲で商業目的の農業が展開され

た時期とみることができるo

第凹期は嘉永元年~慶応3年までで，大豆

と穀類の量を減らし，市場性の高い木綿・ソ

パなどを従来以上に拡大した少種類多量生産

である。また，労働形態は小作経営であり，

手作地を減少させた集約的経営へと変化した

時期として掌握したい。

第IV期は明治元年~8 年までで，大豆，雑

穀，木綿，ソパなどがほぼ均等に生産される

時期である。内容的には，前III期の少種類多

量生産を継承しているものの，小作地の手作

地化が見られることから，小作経営への依存

度を低め，手作地の再構築をはかった時期と

見られる。作付は地区内統一の傾向が強く，

その順序も基本型に忠実となる。

高橋家の作物生産量は，地主経営という性

格からも多かったと考えられるが，西鹿田村

全体の生産量に比してどの程度なのか(表

6) 0 ["物産取調帳西鹿田村(明治九年分)Jを

利用するがlぺ「田園覚帳」の明治9年には，

収穫量が記載されていないため 8年の収穫

量と比較することにした。小豆が20%，ソパ

が10%と高い比率を示すが，他の作物につい

ては全体の1割にも達せず， 5%程度である

ことがわかる。高橋家が名主の系譜をもち，

村内の上層農であったことは疑いないが，当

時，家族労働力を中心とした手作地主経営で

あって，水田卓越地域のような大規模地主に

は，到底及ばない存在であったことがわかる。

また， ["田園覚帳」中には蚕の収量が記され

ているが， ["蚕三十龍J15)という記載がなされ

ているため実際の生産量把握はできない。そ

の収量は大まかに年々増加傾向にあったとい
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える。また，養蚕のために重要な桑の植え付

けは，冬の風除けの役割をもっ廻り桑(一筆

耕地の外周に植え付けられる桑)，つまり畑地

の畦に植えられていたことが地配図から読み

表6 西鹿田村と高橋家の生産量の比較

西鹿田村 両橋家 比率(%)
作物 明治9年 明治8年
米 180石 12石 4斗 6.8% 
大麦 175石 8石 4.5% 
小麦 140石 7石2斗 5.1% 
大豆 108石 2石2斗 2.0% 
小豆 8石 l石 6斗 20.0% 
粟 40石
稗 30石
キピ 2石 5斗
ソノく 25石 2石 5斗 10.0% 
岡稲 15石 l石 6.7% 
菜種 l石 3斗
荏 2石
コマ 2石 5斗 l斗 4.0% 
芋 300石
繭 600斤
生糸 100斤
実綿 300 斤貫
桑 5700 目 l貫目 1%未満

西鹿田村の数値は，西鹿回行政区有文書・「物産取調
書西鹿田村(明治九年分)Jおよび高橋家所蔵:I田園
覚帳Jから作成

取れる(図5)。地配図にはヒトエナミと呼ば

れる，畦に 1列に桑が植え付けられる形態が

見られ，フタエナミと呼ばれる畦に 2列の桑

が植え付けられる形態は見られない。両形態

ともに，耕地を区画する役割を担っていた。

養蚕地域としてのイメージからは，畑地の

かなりの部分に桑が栽培され，大々的な生産

が展開されていたと考えがちだが，近世後期

の段階では養蚕が特筆される存在であったと

はいえず，本格的な養蚕の発展は明治中期以

降を待たねばならない状況であったl九

V.おわりに

本稿では，近世の農業経営とくに耕地利用

方式を解明するために，上野国新田郡西鹿田

村の高橋家に現存する農業記録「田園覚帳J

の分析を試みた。その結果と課題は以下の通

りである。

水田稲作は，金肥利用などから反当たり 2

石程度を維持していたものの，多大な余剰を

図5 文政10年の「田園覚帳」の記載内容

注1)写真中の耕地境に見られるOが桑の植え付けられた位置。高橋家所蔵田園覚帳」から作成
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生じることは困難で，畑作物に頼らざるを得

ない状況であった。

畑作経営は4時期に区分することができ，

第 I期は文政元年~天保2年までで，大豆を

中心に，穀類を加えた自家消費目的の生産を

基本とした経営に，木綿・疏菜類などの市場

性の高い作物を若干加えた多種類少量生産形

態として捉えられる。また，労働形態からみ

れば，天保2年までは年季と家族労働を組み

合わせた経常労働形態である。作付順序に関

しても，各地区で若干の相違は見られるもの

の，当初の基本型を維持した安定的な順序を

もっていた時期といえる。

第II期は天保3年~弘化4年までで，多種

類化の萌芽はみられるものの，従来の大立を

中心とし，雑穀を加えた基本型に，市場性を

重視した木綿やソパなどを加えた多種類多量

生産へと変化した。また，労働形態からみれ

ば季節労働がその主体となり，多種類に対応

した労働の集約化が進展したことを示す。一

方で，裏作の麦類の生産に関しては，家族労

働への負担が増大する結果となった。季節労

働により広範囲で商業的目的の農業が展開さ

れた時期とみることができる。

第III期は嘉永元年~慶応3年までで，大豆

を中心に，雑穀を加えた生産を減少し，市場

性の高い木綿・ソパなどを従来以上に拡大し

た少種類多量生産である。また，労働形態は

小作経営といえ，より労働集約的な経営へと

変化した時期として掌握したい。

第IV期は明治元年~8 年までで，大豆，雑

穀，木綿，ソパなどがほぼ均等に生産される

時期である。内容的には，前田期の少種類多

量生産を継承しているものの，小作地の手作

地化が見られることから，小作経営への依存

度を低め，手作地の再構築をはかった時期と

見られる。作付は地区内統一の傾向が強く，

その順序も基本型に忠実となる。

高橋家の作物生産量は，西鹿田村全体で小

豆が20%，ソパが10%と高い比率を示す一方

で，他の作物については全体の 1割にも達せ

ず， 5%程度であった。高橋家が家族労働力

を中心とした手作地主経営であったことを考

慮すれば，村内の同様な手作地主においても

高橋家と同様な作付作物や方式が村内である

程度行われていたものと考えられる。

文化~明治初期の養蚕については，廻り桑

を中心としており，耕地に桑が植え付けられ

ることはなかった。養蚕が農業経営上未だ副

次的な段階に止まっており，主たる地位を占

めるのは，明治中期以降になってからである。

一農民である高橋家の史料「田園覚帳Jを

利用することにより，詳細な耕地利用方式を

中心とした経営実態のー側面を抽出できた。

しかし，この断片を地域に対応させるために

は，他史料による比較検討が課題となる。

(日本大学・非)

(付記〕

本稿をまとめるにあたっては，立石友男教授を

はじめとする日本大学文理学部地理学教室の諸先

生方にご指導を賜った。また，史料閲覧に際して

は，文書所蔵家の高橋守夫様，笠懸野岩宿文化資

料館の小菅将夫様に大変お世話になった。記して

以上の方々に厚く御礼申し上げます。

なお，本稿の骨子は歴史地理学会第170回例会に

おいて発表した。

〔注〕

1 )農書研究の意義については，古島敏雄

(1980) :農書を読む意味(古島敏雄編『農書の

時代』農文協)， 8 ~29頁，岡 光夫・三好正喜

編 (1981):農書の成立ーひとつの仮説 (r近

世の日本農業』農文協)， 316~346頁などがある。

農書研究に大きく貢献した資料としては，山田

龍雄・飯沼二郎・守田志郎他編日本農書全

集(第 I期全35巻)j，徳永光俊・佐藤常雄・江

藤彰彦編日本農書全集(第 II期)全37

巻j，農文協がある。第 I期は全国的なものから

地方の農書までを主に収録し，前半の史料と後

半の史料解題とから構成される。対して，第II

期は農書を収録するとともに，地方の農業記録

にまで及んで、いる。
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2 )個々の農書の研究は，前掲1)の解題部に集

約できるが，徳永光俊(1981):近世農業生産力

の確立をめぐってー近世前期農書の世界ーパ岡

光夫・三好正喜編『近世の日本農業』農文

協)， 46~89頁，などがあり，近世農法を探求し

たものが多い。

3 )有馬洋太郎(1994):明治初年における農家の

休日 北関東平地林地域の在村耕作地主の日

記から一，農村研究， 79， 9 ~20頁。地理学で

も，従来の農業経営などの解明の他に，農事日

誌などから農村生活の実態を明らかにして，そ

のうえで村落に対応させるといった視点，利用

法が見られる。中西僚太郎(1996):明治末期

~昭和初期の茨城県西部における農村生活の構

造，歴史地理学， 38ーし 21~40頁。

4 )有薗正一郎(1986): r近世農書の地理学的研
究』古今書院， 301頁。

5 )芳即正(1953):近世末期薩摩藩の農業技

術と経営一名越家「耕作高之覚jを中心とし

て一，社会経済史学， 18ーし 50~69頁，徳永

光俊 (1979):近世大和の農業技術一山本家農

書の分析一，農林業問題研究， 15-2， 41~48 

頁，泉 雅博(1986):幕末明治初年における豪

農の農業技術一下野園田村家について一，農業

経済研究， 58- 1， 1~18頁，秋山伸一(1985) : 

武蔵野台地における特産物地域の形成過程一薩

摩芋の生産をめぐって ，立教日本史論集，第

三号， 18~35頁，などがある。

6 )西鹿田村の耕地復原については，山崎達夫

(1996) :群馬県所蔵地籍図の耕地記載内容と

その利用，地理誌叢， 38-1， 61~72頁，を参

照していただきたい。

7)高橋守夫家所蔵:r田園覚帳』。この『田園覚
帳』に関しては，稲作農業を中心とした，田村

伸之(1956):幕末地主層における農業経営の様相

新田郡西鹿田村高橋家『田園覚帳jの分析

，群大史学， 7， 39~47頁があり，笠懸村誌

編纂室(1985):r笠懸村誌上巻j，笠懸村， 1050 
頁においても掲載されている。

8) r田園覚帳』の後半部「農作業覚帳」の中に
以下の記述がある。

江戸

小糟壱升百四十匁 中緒

小屑多シ 百四十八匁日

江戸

一糟(ヌカ)ー升百三十五匁中小米少し。

江戸

同一升百三十匁小米尚少し。丙午歳

赤糟ー升中緒百四十八匁

上目百五十三匁

赤俵下り 百四十五匁中緒

度漉

油かす粉一升弐百十五匁

途中に見られる「丙午歳」は，史料の期間を

考慮すれば，弘化 3年とすることが妥当であ

り，すでにこの時期に江戸より金肥を購入して

いたことが伺える。

9 )岩崎公弥(1994):尾張地域における近世綿作

の地域的特色，歴史地理学， 36-4， 1 ~25 

頁。近世期における畑作物の作付を，地方史料

を用いて綿作との関係から明らかにしている。

10)前掲8) 

11)作付体系の現代的意味については，栗原浩教

授定年退官記念出版会編(1984): r耕地利用と
作付体系』大明堂， 269頁によった。

12)作付作物と耕地等級との関係について，1農作

業覚帳」では， Iおかぼハ上畑よからず，地だけ

少き地も善し・・・」とあるが，耕地等級との関係

記載は他にない。また， Iおかいネ毛白ハ砂地よ

し，赤毛ハ湿地よし。…jなど耕地条件との関

連記載は他にも見られる。

13)西鹿田行政区有文書(笠懸町寄託): I文久二

年三月 西鹿田村宗旨人別帳」

14)西鹿田行政区有文書(笠懸町寄託): I物産取

調書西鹿田村(明治九年分)J

15)単位の「龍jは，収繭用の龍であることが聞

き取り調査によって判明しているが，その量

は，龍の大きさによって10~20kg 程度であった

と思われる o

16)当該地域の養蚕に関して，山田武麿・井上定

幸(1959):群馬の生糸(地方史研究協議会編

『日本産業史大系 関東地方篇J東京大学出版
会)257~286頁では，近世期は，劣悪な耕地条

件下の山村で，斜面地に桑が植え付けられてい

たことが述べられている。群馬全体に桑が植え

付けられ，養蚕が展開されるのは横浜開港以後

であると説明されている。
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